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新たな農村政策登場の経緯

▼第1段階：審議会で食料・農業・農村基本計画の見直し検討

2019年夏 ：実践者ヒアリング

9月～：見直しの実質的な議論開始

11～12月：現地意見交換会（ﾌﾞﾛｯｸ単位）

2020年3月 ：審議会答申を受け、閣議決定

産業政策と地域政策を車の両輪として推進することを確認。

「地域政策の総合化」：しごと×くらし×活力

施策化に向けた総合的な議論を担うﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの設置を明記。

▼第2段階：検討会で農村政策の各論を深掘りし、具体化目指す。

2020年4月～：「新しい農村政策の在り方に関する検討会」

「長期的な土地利用の在り方に関する検討会」設置

2021年6月：検討会中間取りまとめを公表

検討プロセスとして新たなチャレンジの要素も。
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農水省資料より引用



検証軸をどこに求めるか―“原点”に立ち返る
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▼1999年：
食料･農業･農村基本法
制定
▼2000年～：
中山間地域等直接支払
制度開始
▼2006年～：
中山間地域ﾌｫｰﾗﾑ設立

基本法，中山間直払
から20年

生源寺）日本の農業＝二階建て
【上層】市場との絶えざる交渉のもとに置かれた層(ビジネスの上層)

【基層】資源調達をめぐって農村ｺﾐｭﾆﾃｨの共同行動に深く組み込まれた層



この10年で大きく変わってきた担い手像

▼これまで“向かい風”基調：

過疎化･高齢化，｢限界集落｣，｢むらの農離れ｣

△“追い風”が時折混じるように：

ｺﾐｭﾆﾃｨ，営農の担い手として“田園回帰”の動向が視野に。

20～40代を中心に、上世代から刺激。継承も意識。農への多様
なｱﾌﾟﾛｰﾁ。

“帆”をどう上げればよいのか：

【基層】と【上層】はどう変化しているか。

どのようにつなぎ直すのか。

＝地域社会の立て直しと地域経済の再建をどう図っていくかが、地
域づくりの焦点に。

5月研究会）多様な｢半農半X｣の展開と可能性

今回）「農村発ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ」はその要になり得るのか
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【本日のプログラム】
13：30【開会】開会挨拶：会長 生源寺眞一（福島大学）

13：35【解題】新たな農村政策を問う 図司直也（法政大学）

13：45【基調報告】新しい農村政策の在り方に関する検討会の経
緯と中間取りまとめについて

農林水産省農村振興局農村政策部長 山口 靖氏

14：20【現場からの報告】

①にいがたｲﾅｶﾚｯｼﾞ事務局長 阿部 巧氏（新潟県中越地域から）

②みんなの集落研究所 主席研究員 阿部典子氏（岡山県内から）

～休憩～

15：35【ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ】農村発ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝは広がるか

司会：竹田麻里氏（東京大学），ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：阿部巧氏，阿部典子氏

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：澤米 渉氏(鳥取県地域づくり推進部共生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進室長)

阿高あや氏(日本協同組合連携機構主任研究員)

榊田みどり氏（明治大学客員教授）

16：30【閉会】閉会挨拶：副会長 野中和雄
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